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　市の予算は、毎年４月に始まって翌年３月までの１年間を会計年度とし
て執行されますが、今回は昨年12月までの概況をお知らせします。

　平成23年度予算は、「医療」・「福祉」および「教育」を重点項目
と位置付け、健康で安心して子育てのできる住み良いまちづ
くりを進めるために、各事業に必要な予算を計上しました。
　現在の予算は下表のとおりで、一般会計が375億3,209万４千円、特別会計
が222億7,053万５千円となっており、東日本大震災の被災地への支援経費
や民間の高齢者介護施設等の整備に対する補助に要する経費の追加等の
補正予算や、前年度からの繰越事業の追加により当初予算に比べて、それ
ぞれ４億4,209万４千円、8,163万５千円の増額となっています。

　市の借金にあたる市債残高については、震災関連事業の
ために平成13年度末には1,119億円に達していましたが、平
成22年度末時点では679億円となりました。
　しかしその一方で景気低迷が長引いており、本市でも税
収をはじめ各種譲与税・交付金の減少の影響が出ているこ
とから、今後も厳しい財政運営が続くものと予想されます。
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���　３月10日～24日（土）午前10時～11時30分〈全３回〉　��
�　市民センター 401室　���　「日本人の心」とは／ソクラテ
スが語る「愛と人生」／義経はジンギスカンとなった　���　ア
メリカン大学大学院客員教授・芝垣哲夫氏　���　60人　��
��　1,300円　�����　２月29日（水）までに、講座名・住所・
氏名・電話番号を記入し、はがきかファクスで左記へ
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���　３月５日～26日（月）午前９時30分～11時30分〈全４回〉　
���　市民センター203室ほか　���　ワードで文書作り、イ

ンターネット　���　都井すま子氏　���　Windows７の
ワードのソフトが入っているノートパソコンを持参できるかた・
16人　����　1,700円　�����　２月23日（木）までに、講
座名・住所・氏名・電話番号を記入し、はがきかファクスで左記へ
�������	
���������
���　３月８日～22日（木）午前９時30分～11時30分〈全３回〉　
���　市民センター 203室　���　デジカメのパソコンへの
取り込み・作品作りほか　���　中谷良三氏　���　
Windows７のノートパソコンとデジカメを持参できるかた・16人　��
��　1,300円　�����　２月23日（木）までに、講座名・住所・氏
名・電話番号を記入し、はがきかファクスで左記へ
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市
で
は
、
文
化
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
、
芦
屋
市
文
化
振
興
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、

市
民
委
員
・
学
識
経
験
者
お
よ
び
団
体
代
表
で
構
成
す
る「
芦
屋
市
文

化
振
興
審
議
会
」を
設
置
し
、昨
年
五
月
か
ら
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、審
議
会
で
基
本
計
画（
中
間
報
告
）を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。こ
の
計
画
に
つ
い
て
、広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
お
聞

き
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
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二
月
二
十
五
日
〜
三
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
平
日
・
執
務
時
間
内
〉
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件
名（
章
・
項
目
）・
住
所
・
氏
名（
団
体
等
は
名
称
・
代

　
　
　
　
　
　

表
者
氏
名
）・
電
話
番
号
を
明
記
し
、行
政
経
営
課
へ

　
　
　
　
　
　

持
参
、ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

　
　
　
　
　
　

れ
か
で
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
様
式
は
問

　
　
　
　
　
　

い
ま
せ
ん
。

※
電
話
・
窓
口
で
の
口
頭
に
よ
る
ご
意
見
は
、受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
ご
意
見
は
、市
の
見
解
と
と
も
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表（
氏
名

　

等
は
非
公
開
）す
る
予
定
で
す
。

※
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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市
役
所
北
館
一
階
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
・
ラ
ポ
ル
テ
市
民

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
・
行
政
経
営
課
窓
口
に
配
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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　さまざまな交通安全対策の推進を図るため、「第９次芦屋市交通安全計画」（素案）を作成し
ましたので、市民の皆さんのご意見を次のとおり募集します。
������

�����　２月25日～３月24日〈平日・執務時間内〉
�����　様式は問いませんが、件名・住所・氏名（団体等は名称・
　　　　　　代表者名）・年齢・電話番号を明記し、持参・郵送・ファ
　　　　　　クス・Ｅメールのいずれかで上記へ
※電話・窓口での、口頭によるご意見は受け付けできません。
※ご意見は、市の見解とともに市ホームページで公表（氏名等は非
　公開）する予定です。
※個別の回答はしませんので、ご了承ください。
�������

　市役所北館１階行政情報コーナー・ラポルテ市民サービスコー
ナー・図書館・公民館図書室に配置します。また、市ホームページでもご覧いただけます。
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���　３月15日（木）午後２時～３時30分　��
�　ルナ・ホール　����　宮廷文化の宝庫、陽
明文庫のすべて　���　陽明文庫理事・名和修
氏　�����　往復はがきに、事業名・住所・氏

名・電話番号・
参加人数（２
人まで）を記
入し、３月１
日（木）までに
下記へ

���　３月11日（日）午後２時～４時　���　
市民センター 401室　���　弥生社会から古墳
出現に至る「激動の時代」を、謎を解きつつ語る　
���　大阪大学教授・福永伸哉氏／川西市教育
委員会・岡野慶隆氏／芦屋市教育委員会・森岡秀人
主査　����　400円　
�����　はがきかファ
クスに、事業名・住所・氏名・
電話番号を記入し、２月27
日（月）までに下記へ

���　３月３日（土）午後１時
30分～３時　���　市民セン
ター音楽室　���　藤田果苗
（ソプラノ）・鈴木理咲子（ピアノ）
���　私が町を歩くと／とう
とう嬉しい時がきた　ほか　�
���　400円　������
はがきかファクスに、事業名・住
所・氏名・電話番号・参加人数（２
人まで）を記入し、２月22日（水）までに下記へ������������
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�服務について　
�指導について
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�教員としての心構え　
�今後の実践に向けて　
�教師自ら人権意識を高めるために　
�授業研修会　
�実践をふりかえる

�����

�コーチングが教育をどのように変えるのか
�子どもを元気にするコミュニケーション　
�実践をふりかえる
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�学習指導要領が求める授業づくり　
�造形遊びの基礎から応用　
�教科等の言語活動について　
�子どもと本と学びをつなぐ　
�指導と評価の一体化を図る　
�これからの特別活動のあり方　
�子どもの伸びやかな表現を引き出すために
�実験の楽しさを味わおう　
�指揮法　
�楽しい外国語活動　
�ボール遊び・運動を楽しませる工夫　
�からだを使った仲間づくりと遊び　
�子どもも教師も元気が出る授業づくり　
�子どもたちの理解と支援のあり方　
�ライフスキル教育　
�子どもの育ちをささえる　
�配慮を要する子とクラスづくり　
�子どもを理解する一側面として　
�子ども理解のカンファレンスと教師の専門
�子どもがつながる、教師がつながる授業改革
�一人ひとりの子どもと教師が輝く授業づくり
�学び合う学習集団をつくる　
�こころが育つ教室の条件　
�野の花・野の草　豆知識　
�楽しい植物学
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�ＩＣＴ活用夏季研修講座（幼稚園）　
�エクセルで成績処理　
�ワードで画像処理
�パワーポイントで教材作成　
�ブログ更新　
�音楽編集　
�授業でＩＣＴを活用しよう　
�児童生徒のＩＣＴ活用　
�ドリル教材を作ろう　
�授業に役立つリンク集を作ろう　
�情報モラル教育　
�ＩＣＴ相談会　
�情報発信における情報モラル　
�ＣＭＳによるホームページ更新
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「
子
ど
も
の
側
に
立
ち
、何
を
ど
う
や
っ

て�
一
緒
に
考
え
る�
の
か
を
軸
に
授
業
や

生
徒
指
導
に
取
り
組
み
た
い
」「
子
ど
も
の

気
持
ち
や
、自
分
自
身
の
課
題
も
見
つ
め

直
せ
た
」な
ど
と
い
っ
た
受
講
者
の
感
想

に
も
あ
る
よ
う
に
、
研
修
が
日
常
の
教
育

実
践
に
つ
な
が
る
よ
う
留
意
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
教
師
力
」
の
向
上
を
図
り
つ

つ
、
幼
児
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
人
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
教
員
の
育
成
に
、

い
っ
そ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
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���　３月３日（土）午後２時～　
���　展示室　���　当館学芸
員による展示解説　����　要観
覧料　������直接会場へ

��������������	
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　打出地域には、京都と山口の下関方面をつなぐ
重要な西国街道が通っていました。
　また、この地域には、『伊勢物語』の主人公とされ
る在原業平の父・阿保親王をまつる阿保神社や、親
王寺などの寺社があります。そんな歴史ロマンあ
ふれる打出周辺を、当館学芸員がご案内します。

���　３月10日（土）午後１時～　���　20人（※応募多数
の場合は抽選）　����　200円　�����　はがきに、事
業名・住所・氏名・年齢・連絡先を記入し、２月20日（月）＜必着＞
までに上記へ
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���　２月25日～３月４日〈月曜日
休館〉午前10時～午後５時　���　
美術博物館　���　市内幼稚園・小・
中学校の園児児童生徒等の造形作品展

�������	
��
�������	
����������������������

��������	�
�������
���	�����
�
����

��������	����������	
��������

���　２月15日～３月25日〈月曜日休館〉　���　ロビー　
���　印手紙作家・新倉希美氏の作品展　����　300円
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���　２月23日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　
���　遠藤周作著「沈黙」を取り上げ、作品の背景・作家の心情
などについて、作家・柳谷郁子氏が解説します　���　16人　
����　2,300円　�����　上記へ
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���　４月14日（土）午後２時～３時30分
（１時30分開場）　���　ルナ・ホール　
���　演劇・映画に続き、６年目は初めて
『落語』を語る。落語は何を笑い、何を笑って
いないのか。落語の特質を明らかにしなが
ら、桂米朝十八番の中から「鹿政談」「千両み
かん」「天狗裁き」について語る　���　
650人　���　「上方芸能」発行人・木津川
計氏　����　前売500円・当日600円（※
前売券完売の場合、当日券なし）　����
�　市民センター事務室で発売中
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　市では、昨年秋に「芦屋シティグラフ」を発行しま
した。写真とイラストを多用し、芦屋の自然や史跡・
名所、市内の施設やまちの楽しみ方を紹介。後半に
は、行政の動きや統計などの情報も掲載しています。
　眺めるだけでも楽しい１冊です。ぜひ、一度手に
取ってご覧ください。新しい「芦屋シティグラフ」は、
下記で発売しています。

����　市役所北館１階行政情報コーナー・
　　　　　ラポルテ市民サービスコーナー
����　300円
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　森林法で、市は県地域森林計画の対象である
民有林の整備（伐採・造林等）に関して、５年ご
とに10年を１期とする「森林整備計画」を立て
ることになっています。このたび、加古川地域森林計画の見直
しに伴い、本年４月１日から平成34年３月31日までの「芦屋市森
林整備計画」（案）を作成しましたので、次のとおり縦覧します。
　なお、この案についてご意見のあるかたは、下記縦覧期間中
に市への意見書を提出（経済課で受け付け）することができます。
�����　「芦屋市森林整備計画」（案）
�����　２月15日～３月15日〈平日・執務時間内〉
�����　経済課・消費生活センター（公光町5-10）


